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入居サポートセンター開設

 

入居サポートセンターは平成２０年度（独）福祉医療機構
　　　　　　　　 「長寿・子育て・障害者基金」助成事業



セイフティハウス

 

地域に生活を求め、自立を目指す人に提供する
「ＮＰＯ入居サポートセンターみやぎ」が設置している
見守り付き「福祉居宅」です。

H29.7月現在入居者数　101世帯

＜福祉居宅とは＞

「ＮＰＯ入居サポートセンターみやぎ」が運
営する生活支援サービス付の住宅、および食
事付き共同生活住居を言い、利用者の生活能
力に応じた生活環境を考慮した住まいでセイ
フティハウス利用契約を締結により提供され
る住居です。

通常の不動産業者の仲介業務とは異なり、大家さんとみやぎこうでねいと
との貸室賃貸借契約を基に行われる住居です



セイフティハウス対象者

 

＜  利用対象者 ＞

① 障害者、高齢者、その他やむを得ない事情で通常ア
パートなどの仲介業者の賃貸契約基準に適応しないが生活
の自己管理が出来、自立生活を目指す方

② 医療機関 福祉    提供事業所 行政   関係機
関  必要 支援 受    方

③ 利用契約の規則を守られる方

＜ 利用出来ない方 ＞

① 社会性が欠如し地域生活に不適切と判断される方
② ２４時間の医療介護が必要な方
③ 必要な医療を受けていない方



入居までの流れ

 

お問い合わせ・相談シートを入居サポートセンターへ

↓

利用者の希望や状況を確認　状況等に応じて
セイフティハウスの紹介

↓

面談・住居見学

↓

契約・入居



相談シート

 

ホームページよりダウンロー
ドしていただくか、お電話に
より当センターより郵送

現在の生活状況・障害や既
往・収入等を把握するために
使用

これまでの入居支援で行って
きたノウハウをシステム化す
ることによりより良いサポー
ト体制が可能になりました



セイフティハウスのサポート

 

週１回ライフサポーターによる巡回、見守りという
セイフティハウス独自のソフト面でのサポートが
あります。

通常のアパート等においては、生活していく上での様々
な事柄を基本的には全て自分で行わなくてはなりません

そこで、セイフティハウスにおいては、希望により一部
有償にて、随時の訪問・同行などのサポートを行ってお
ります。

また、行政管轄の事業では無いため、グループホーム等
とは異なり、各種福祉サービス等との併用が可能。



ライフサポーターの巡回

 

多くが単身世帯であり、親類とも疎遠になっている。
孤立・孤独な生活の中での問題の相談及び対応を行いま
す。

例として・・・

・季節柄による体調管理の声がけ
・生活状態の確認、必要に応じて関係機関等との調整
・体調不良時の緊急対応



巡回風景　１
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巡回風景　２
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巡回風景　３

 

必要 応    部屋  
詳   話伺    

困        
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セイフティハウス

 

通常            活用   単独型 

  程度身 回     出来 方 自分     生活   方
 主 利用       



関係機関との関わり

 

＜  関係機関との関わり ＞

県外・市外からも含めて、各公的機関、医療機関、福祉支
援団体、保護施設などから多数の依頼・相談があります。

これまでの実績から、住宅確保が困難な方に対して、不動
産管理会社よりセイフティハウスを紹介いただくこともあ
ります。



セイフティハウスの課題

 

＜ 物件の確保困難 ＞

仙台市は震災の影響もあり、賃貸物件の空室が少ない。
その為、震災前は大家様のご厚意でとても良い条件でお貸
しいただいたが、現在は家賃の高騰及び条件の困難化など
が顕著になっている。

＜ 緊急時の保証人 ＞

急な体調悪化などに伴い入院が必要になることがある。
その際、入院の同意書の記入者がいない場合、入院手続き
が非常に困難になる場合がある。



　

 

全国賃貸住宅新聞 2017.5.8に
記事が掲載されました 



最新の状況は・・・

 

最新情報はホームページへ

みやぎこうでねいと 検索


